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今
月
の

お
知
ら
せ

Inform
ation

電話番号
総務企画課
　総　務　班　　　☎ 82 ｜ 5050
　　　　　　　　　☎ 82 ｜ 5210
　企　画　班　　　☎ 82 ｜ 5220
町民生活課
　税　務　班　　　☎ 82 ｜ 5110
　町　民　班　　　☎ 82 ｜ 5100
保健福祉課
　保　健　班　　　☎ 84 ｜ 7005
　福　祉　班　　　☎ 84 ｜ 7010
産業振興課
　農　林　班　　　☎ 82 ｜ 5230
　交流推進班　　　☎ 82 ｜ 5240
環境整備課
　地域整備班　　　☎ 82 ｜ 5270
　生活環境班　　　☎ 82 ｜ 5280
会　計　室　　　　☎ 82 ｜ 5120
議会事務局　　　　☎ 82 ｜ 5300
農業委員会　　　　☎ 82 ｜ 5230
教育委員会　　　　☎ 82 ｜ 5320
学校給食センター　☎ 84 ｜ 7180
只見保育所　　　　☎ 82 ｜ 2219
朝日保育所　　　　☎ 84 ｜ 2038
明和保育所　　　　☎ 86 ｜ 2249
朝日診療所　　　　☎ 84 ｜ 2221
　　（歯科）　　　　☎ 84 ｜ 2612
訪問看護ステーション
　　　　　　　　　☎ 84 ｜ 2130
こぶし苑　　　　　☎ 84 ｜ 2101
保健福祉センター　☎ 84 ｜ 7005
只見地区センター　☎ 82 ｜ 2141
朝日地区センター　☎ 84 ｜ 2111
明和地区センター　☎ 86 ｜ 2111

今
月
の
納
期

税●
固
定
資
産
税
（
２
期
）

●
国
民
健
康
保
険
税
（
１
期
）

●
農
集
排
使
用
料
（
７
月
分
）

●
介
護
保
険
料
（
１
期
）

7
月
２５
日
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う

次
に
よ
り
、
平
成
２５
年
度
只
見
町

職
員
（
看
護
師
）
採
用
候
補
者
試
験

を
行
い
ま
す
。

●
試
験
職
種
・
採
用
予
定
人
員

▽
看
護
師　

１
名
程
度

●
受
験
資
格
（
学
歴
不
問
）

昭
和
５４
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
５

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
で
、

看
護
師
又
は
看
護
婦
（
士
）
の
免
許

を
有
す
る
者
、
又
は
平
成
２５
年
３
月

末
ま
で
に
取
得
見
込
み
の
者
。

●
試
験
の
方
法

▽
第
一
次
試
験

教
養
試
験
、
専
門
試
験
及
び
看
護

師
適
性
検
査

▽
第
二
次
試
験（
一
次
試
験
合
格
者
）

小
論
文
、
面
接
等
に
よ
る
試
験

平
成
２５
年
度
南
会
津
地
方
広
域
市

町
村
圏
組
合
消
防
職
員
採
用
候
補
者

試
験
を
次
に
よ
り
行
い
ま
す
。

●
試
験
職
種
及
び
採
用
予
定
人
員

▽
消
防
職
員　

３
名
程
度

●
受
験
資
格

①
日
本
国
籍
を
有
す
る
者

②
地
方
公
務
員
法
第
１６
条
（
欠
格
事

項
）
に
該
当
し
な
い
者

③
年
齢
資
格
等　

昭
和
６０
年
４
月
２

日
か
ら
平
成
７
年
４
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
者

④
普
通
自
動
車
運
転
免
許
取
得
者
又

は
取
得
見
込
者

⑤
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん

●
試
験
の
方
法

①
第
１
次
試
験
（
高
等
学
校
卒
業
程

度
）職

員
と
し
て
必
要
な
一
般
知
識

及
び
知
能
に
つ
い
て
、
択
一
式
に

よ
る
筆
記
試
験
を
行
い
ま
す
。

②
第
２
次
試
験

　

第
１
次
試
験
合
格
者
に
対
し

て
、
作
文
、
個
別
面
接
、
体
力
測

定
、
身
体
検
査
等
に
よ
る
試
験
を

行
い
ま
す
。

●
第
１
次
試
験
の
日
時
・
場
所

▽
日
時　

平
成
２４
年
９
月
１６
日（
日
）

午
前
９
時
受
付
～
正
午

▽
場
所　

県
立
田
島
高
等
学
校

（
南
会
津
町
田
島
字
田
部
原

２
６
０
番
地
）

●
受
験
手
続
き
及
び
受
付
期
間

　

申
込
用
紙
は
南
会
津
地
方
広
域
市

町
村
圏
組
合
事
務
局
、
消
防
本
部
・

各
消
防
署
出
張
所
で
交
付
し
ま
す
。

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
南
会
津

地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合
事
務
局
ま

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

受
付
期
間
は
、
平
成
２４
年
７
月
１１

日
（
水
）
か
ら
平
成
２４
年
８
月
１０
日

（
金
）
ま
で
（
執
務
時
間
中
に
限
り

ま
す
）

　

郵
便
の
場
合
は
、
同
年
８
月
８
日

（
水
）
の
郵
便
局
の
消
印
の
あ
る
も

の
に
限
り
受
け
付
け
ま
す
。

●
そ
の
他

　

試
験
に
つ
い
て
詳
細
に
記
載
し
た

「
実
施
要
領
」
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

http://w
w
w
.m
inam

iaizu-kouiki.
jp/▼

問
い
合
わ
せ

南
会
津
消
防
署
只
見
出
張
所

☎
０
２
４
１
―
８
４
―
２
７
０
０

南
会
津
地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合

事
務
局

☎
０
２
４
１
―
６
２
―
０
０
５
４

南
会
津
消
防
本
部

☎
０
２
４
１
―
６
２
―
２
１
４
１

●
第
一
次
試
験
の
日
時
・
場
所

▽
日
時

平
成
２４
年
９
月
１６
日
（
日
）

午
前
９
時
（
受
付
）
～

午
後
４
時
２０
分

▽
場
所

　

ふ
く
し
ま
中
町
会
館

（
福
島
市
中
町
７
―
１７
）

●
発
表

　

役
場
掲
示
板
に
合
格
者
受
験
番
号

を
掲
示
す
る
ほ
か
、
本
人
に
通
知
し

ま
す
。

●
採
用

　

合
格
者
は
任
用
候
補
者
名
簿
に
登

載
さ
れ
成
績
順
に
町
長
が
採
用
者
を

決
定
し
ま
す
。（
こ
の
名
簿
の
有
効

期
間
は
一
年
間
で
す
。）

●
受
験
手
続
及
び
受
付
期
間

▽
申
込
用
紙
の
請
求

申
込
用
紙
は
役
場
総
務
企
画
課
及

び
朝
日
と
明
和
の
各
地
区
セ
ン
タ
ー

で
交
付
し
ま
す
。

▽
申
込
方
法

申
込
用
紙
は
、
持
参
又
は
郵
送
に

よ
り
役
場
総
務
企
画
課
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
申
込
書
を
郵
送
す
る
場

合
は
、
宛
先
明
記
の
返
信
用
封
筒
を

同
封
し
て
く
だ
さ
い
。
後
日
「
受
験

票
」
を
送
付
し
ま
す
。

▽
受
付
期
間

平
成
２４
年
７
月
１１
日
～
８
月
１０
日

※
郵
送
に
よ
る
場
合
は
８
月
８
日

ま
で
の
消
印
の
あ
る
も
の
に
限

り
ま
す
。

●
そ
の
他

詳
し
く
は
、
役
場
総
務
企
画
課
総

務
班
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

総
務
企
画
課
総
務
班

☎
０
２
４
１
―
８
２
―
５
０
５
０

町
職
員（
看
護
師
）

採
用
候
補
者
試
験

消
防
職
員
採
用候

補
者
試
験
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１日	只見町議会 6月会議、町長予算査定
２日	会津観光復興セミナー
３日	蒲生岳山開き
４日	「原発事故復興」及び「新潟・福島豪雨

災害復旧・復興」県要望活動、福島県
町村会役員会、南会津地方町村議長会
懇談会

５日	福島県町村会定期総会、全国町村下水
道推進協議会福島支部総会

６日	黒谷川・叶津川改良復旧事業合同安全
祈願祭及び起工式、奥会津 5町村活性
化協議会定例総会、只見川電源流域振
興協議会定期総会

７日	会津縦貫南道路整備促進地方要望
８日	村田副知事表敬訪問、奥会津アドベン

チャーキャンペーン事業記者発表、庁議、
南会津地方広域市町村圏組合臨時議会

12日	 JR只見線早期開通に係る要望活動
13日	内堀副知事表敬訪問
14日	南会津郡遺族会定期総会、庁議
17日	只見湖岸健康マラソン＆ウォーキング

大会
18日	国道 289号八十里越合同現地視察
19日	只見町議会 6月第2回会議（～ ２５日）
24日	西部女性のつどい
25日	ダム放流時の通報並びに住民への周知

等に関する協定書締結式
26日	南会津地方町村長視察研修（三陸方面～

２８日）

町 長 室 日 誌
〈　6　月　分　〉

「自然首都・只見」学術調査研究助成金制度がスタート

　

外
国
人
住
民
の
方
に
も
、
日
本
人

と
同
じ
く
「
住
民
基
本
台
帳
法
」
が

適
用
さ
れ
る
、
住
民
基
本
台
帳
制
度

が
７
月
９
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
外
国
人
住
民
の
方

の
利
便
性
が
向
上
し
ま
す
。（
外
国

人
登
録
法
は
廃
止
に
な
り
ま
す
）

●
主
な
制
度
の
内
容

▽
日
本
人
と
外
国
人
と
で
構
成
さ
れ

る
世
帯
の
全
員
が
記
載
さ
れ
た
証

明
書
（
住
民
票
の
写
し
な
ど
）
が
、

発
行
可
能
に
な
り
ま
す
。

▽
住
所
変
更
の
届
出
に
よ
り
、
同
時

に
国
民
健
康
保
険
な
ど
の
届
出
が

あ
っ
た
と
み
な
さ
れ
、
従
来
に
比

べ
て
届
出
の
簡
素
化
が
図
ら
れ
ま

す
。

▽
在
留
資
格
や
在
留
期
間
の
変
更
に

つ
い
て
、
従
来
、
地
方
入
国
管
理

局
と
市
町
村
の
両
方
に
必
要
だ
っ

た
届
出
が
地
方
入
国
管
理
局
の
み

へ
の
届
出
で
済
み
ま
す
。

●
住
民
票
が
作
成
さ
れ
る
方
は･･･

▽
中
長
期
在
留
者
（
在
留
カ
ー
ド
交

付
対
象
者
）

▽
特
別
永
住
者
（
特
別
永
住
者
証
明

書
交
付
対
象
者
）

▽
一
時
庇
護
許
可
者
又
は
仮
滞
在
許

可
者

▽
出
生
に
よ
る
経
過
滞
在
者
又
は
国

籍
喪
失
に
よ
る
経
過
滞
在
者

●
新
制
度
へ
の
円
滑
な
移
行
を
図
る

た
め
に･･･

▽
外
国
人
登
録
原
票
を
備
え
て
い
る

只
見
町
で
、
外
国
人
住
民
の
方
の

仮
住
民
票
を
作
成
し
、
ご
本
人
に

通
知
し
て
い
ま
す
。
仮
住
民
票
は

７
月
９
日
か
ら
住
民
票
に
な
り
ま

す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

町
民
生
活
課
町
民
班

　

☎
０
２
４
１
―
８
２
―
５
１
０
０

外
国
人
の
皆
様
へ

只見町は、平成２４年６月に、「自然首都・只見」学術調査研究助成金制度をスタートしました。この事
業は、第六次只見町振興計画（ブナと生きるまち	雪と暮らすまち「奥会津只見の挑戦　真の地域価値
観の創造」）の一環として取り組む「自然首都・只見」を具体化するための事業です。只見町内において、
生物多様性の保全や持続可能な天然資源の利用などについて調査研究を行う方を対象に助成金を交付し
ます。この研究成果により「自然首都・只見」ブランドの科学的評価がなされ、その情報が町内外に発
信されることにより、地域の活性化が図られると考えられます。審査の結果、次の調査研究機関と研究
テーマに助成を行うことが決まりましたので、お知らせします。

研究機関代表者 所属研究機関 調査研究テーマ

宮　下　彩　奈さん 東京大学日光植物園 自然林において、ブナが他種に対してより有利に更新しう
る環境とはどのようなものかを解明

河原崎　里　子さん 首都大学東京 只見地方におけるヒメサユリ個体群の広域分布と生育状況

新　国　可奈子さん 新潟大学大学院 山地河畔林における大規模撹乱（平成２３年７月新潟・福島
豪雨）後の植生変化と更新

斉　藤　真　人さん 横浜国立大学大学院 多雪山地の河川流路から斜面にかけての樹木分布パターン

●調査研究は只見町ブナセンターとの連携で行われます。町内でブナセンターの腕章やロゴを付けた研究者（車両）を見かけた際は、調
査中ですので皆様のご協力をお願いします。

【問い合わせ】只見町役場総務企画課企画班　☎０２４１－８２－５２２０

　県では、次の世代に継承していくこ
とを目的として、東日本大震災や原子
力災害などの体験、記憶、記録、教訓
などを募集しています。
　ご協力いただける方は、福島県歴史
資料館までご連絡をお願いします。フ
ァクスや電子メールでも受け付けます。

【問い合わせ】　福島県歴史資料館
電　話 024−534−9220
ＦＡＸ 024−534−9195

メール：offce@history-archives.fks.ed.jp

東日本大震災等の記録や体験談を募集
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人のうごき

あ
と
が
き

町民の消息

★置かれた場所で咲きなさい

松下清／編集　
（株式会社　学研教育出版）

トラの黄色と黒の縞模様はあんな
に目立つのはなぜ？
生き物、植物、乗り物、地球・宇宙、
建物、生活・身の回り、からだ。あ
らゆるものの「ひみつ」をきれいな写
真で紹介されています。同じシリーズ
の「一生の図鑑」「いちばん！の図鑑」

を購入しました。夏休みの読書などにもご利用ください。

鈴木のりたけ／著　（PHP研究所）
「まいにち　まいにち　おんなじト
イレ　たまには　ちがう　トイレで　
してみたい」ぼくはいろんなトイレを想
像する。ともだちにそれぞれ似合うト
イレも考える。としょかんトイレ、おは
なトイレ、キャッチャートイレ…。たい
へんだ！ぼくのトイレがぬすまれた！
日本絵本大賞読者賞を受賞した作

品で、同じ作家の「ぼくのおふろ」も購入しました。親子
でワイワイ話し合いながら楽しめる絵本です。

渡辺和子／著　（幻冬舎）
本ではどんな状況下でも、その場
所で「咲く」努力をしてほしいと書か
れています。時間の使い方は、その
ままいのちの使い方である。咲けな
い時は無理に咲かないで、次に咲く
花がより大きく美しくなるために、根
を下へ下へ降ろして。など、印象深い
言葉が綴られています。

著者はノートルダム清心学園理事長で、考え方の根本
はキリスト教ですが、ひとつひとつの文章は、短く簡潔に
書かれていますので、拾い読みして共感する章、そうでな
い章を読み込み想像するのも良いかもしれません。

★ひみつの図鑑

★ぼくのトイレ

★未返却の本が多くなっていますので、確認いただきまして
返却をお願いします。図書室の正しい利用をお願いします。

町民
憲章

１、ゆたかな緑ときれいな水をまもり美しい町をつくりましょう
１、互いに助け合い親切をつくし楽しい町をつくりましょう
１、産業をおこしみんなで働ける豊かな町をつくりましょう
１、教養を深め心と体をきたえ文化の町をつくりましょう
１、きまりを守り良い風習を育て住みよい町をつくりましょう

▽
６
月
２６
日
、
只
見
小
学
校
の
３
年
か

ら
６
年
生
の
皆
さ
ん
７
名
が
「
ふ
る
さ

と
発
見
タ
イ
ム
」
授
業
で
役
場
本
庁
を

見
学
に
訪
れ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
そ
ろ
っ

て
元
気
よ
く
あ
い
さ
つ
し
た
後
、
事
務

室
を
は
じ
め
電
算
室
、
無
線
室
な
ど
も

見
学
し
ま
し
た
。
町
長
室
で
は
、
一
人

一
人
が
町
長
の
イ
ス
に
座
り
、
笑
顔
を

見
せ
て
い
ま
し
た
。
後
日
い
た
だ
い
た

感
想
文
集
に
は
役
場
の
こ
と
が
良
く
分

か
っ
て
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
と
つ
づ

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
只
見
町
の
未
来
を

築
く
皆
さ
ん
で
す
。
今
回
見
学
さ
れ
た

皆
さ
ん
の
中
か
ら
将
来
、
役
場
職
員
に

な
る
人
が
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

ぜ
ひ
な
っ
て
く
だ
さ
い
ね
。

平成２4年6月1日現在

人　口　　  ４，８０４（－５）
　男　　  　２，３１４（＋１）
　女　　  　２，４９０（－６）
世帯数　  　１，８４７（＋１）

高齢化率　　４１．３％　　   　
※高齢化率とは、65歳以上の人が人口に占める割合です。

……………………………………………………………
転入　７　転出　10　出生　３　死亡　５

まちづくり推進員
若林　奈津子

朝日地区センター
図書室☎ 84 ｰ 2059

（6月１日～6月30日届出分 ･ 敬称略）

■お誕生おめでとうございます

 　佐藤　　佑
たすく

　（男／佑　介 ・ 麻　美）　大　倉

■ご結婚おめでとうございます
　　小　林　湯田　誠史 ♡ 小　林　平野　千穂
　　只　見　目黒　浩二 ♡ 布　沢　小林　莉佳

■おくやみ申し上げます
酒　井　晨　男 84歳 只 見
山　内　コマン 88歳 二軒在家
　地　春　一 63歳 梁 取

鈴　木　咲　子 88歳 只 見
本　間　シヅイ 82歳 舘 ノ 川
鶴　

巻 巷卷

　泰　道 83歳 梁 取
渡　部　ナツ子 86歳 長 浜
星　　　敬　一 90歳 二軒在家

※「町民の消息」欄に掲載を希望されない方は、
届出のときにその旨をお伝えください。


